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デジタル技術の進展により、矯正歯科における装置製作は、外部依頼中心の時代から、院内で設計・

製造までを担う時代へ移行しつつある。とくに AM（アディティブ・マニュファクチャリング）の発展

は、矯正装置製作の迅速化、高精度化、個別化を可能にし、診療と技工の関係性そのものを大きく変え

始めている。当院では、口腔内スキャン、デジタルセットアップ、CAD 設計、3D プリンタを活用し、

インハウスアライナーの製作に加え、歯科矯正用ブラケット等の設計・製作にも取り組んでいる。これ

により、患者ごとの不正咬合や治療目標に応じた柔軟な対応、試行錯誤の迅速化、装置供給までの時間

短縮が可能となった。 

このような新しいワークフローにおいて、歯科技工士は単なる“製作者”ではない。スキャンデータの評

価、設計意図の具現化、造形条件の最適化、材料特性を踏まえた後処理、そして最終的な矯正装置の品

質管理までを担うデジタル時代の中核的専門職となりつつある。すなわち、歯科技工士は歯科医師が計

画した治療方針を AM 技術によりアシストする存在として、矯正治療の精度と再現性を支える重要な役

割を果たしている。本講演では、当院におけるデジタルと AM を応用した装置製作の実際を提示しなが

ら、AM 時代における歯科技工士の新たな役割と、今後の矯正歯科医療における展望について考察す

る。 
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